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09教施策の進展●平成12年度の展望
●
文
化
庁
次
長

近
藤
信
司

著
作
権
制
度
は
文
化
的
な
活
動
の
所
産
で
あ
る
著
作
物
の
創

作
行
為
の
基
盤
と
な
る
制
度
で
す
。
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
近

年
の
情
報
技
術
の
発
達
等
に
よ
る
著
作
物
の
利
用
形
態
の
多
様

化
等
を
踏
ま
え
、
①
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
著
作
権
施
策

の
展
開
②
著
作
権
の
保
護
意
識
の
向
上
、
③
国
際
的
施
策
の

展
開
、
の
三
本
を
柱
と
し
た
著
作
権
制
度
の
改
善
を
随
時
行
っ

て
い
き
ま
す
。

四
著
作
権
施
策
の
展
開

理、策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
C

ま
た
、
近
年
地
域
を
中
心
と
し
て
、
地
域
固
有
の
伝
統
芸
能

や
美
術
工
芸
品
の
鑑
賞
、
お
祭
り
な
ど
の
活
動
の
参
加
、
歴
史

的
建
造
物
・
町
並
み
や
史
跡
等
の
保
存
・
活
用
の
取
組
な
ど
へ

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
庁
と
し
て
も
、
伝

統
文
化
を
箇
か
し
た
地
域
お
こ
し
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
―
二
年
は
、
文
化
財
保
護
法
の
公
布
・
施
行
五

0
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
文
化
庁
で
は
、
平
成
―
二
年
秋
予
定

の
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
様
々
な
事
業
等
を
通
じ
、
文
化
財
の

保
存
・
活
用
に
向
け
た
積
極
的
な
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文化庁
二
―
世
紀
に
向
け
、
芸
術
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
の
た

め
、
文
化
庁
に
お
い
て
は
、
現
代
舞
台
芸
術
創
造
活
動
に
対
す

る
総
合
的
な
支
援
事
業
で
あ
る
「
ア
ー
ツ
プ
ラ
ン

21
」
の
一
層

の
充
実
や
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興
、
芸
術
家
の
人
材
養
成
等

を
進
め
て
い
ま
す
。

し
y

u

芸
術
文
化
振
興
施
策
に
つ
い
て

は
じ
め
に

文
化
立
国
の
実
現
に
向
け
て

■ ． 

文
化
は
、
人
と
し
て
生
き
る
証
し
、
生
き
が
い
で
あ
り
、
社

会
全
体
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
も
の
で
す
。
価
値
観
の
変

動
と
多
様
化
等
社
会
が
急
激
に
変
化
し
て
い
く
中
で
、
我
が
国

が
今
後
も
心
豊
か
な
活
力
あ
る
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に

は
、
文
化
立
国
の
実
現
が
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。
文
化
庁
に
お

い
て
は
、
平
成
一

0
年
三
月
に
策
定
し
た
「
文
化
振
興
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
以
下
の
よ
う
な
芸
術
文
化
振
興
や
文

化
財
保
護
の
た
め
の
施
策
等
を
展
開
し
、
文
化
立
国
の
実
現
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
―
二
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
対
前
年
度
三
億
円

(
0
•
四
％
）

増
の
八

0
八
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
芸
術
文
化
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
国
際
交
流
・
協
力
を
着

実
に
推
進
し
ま
す
。
特
に
、
日
中
・
日
韓
の
文
化
交
流
の
推
進

を
図
る
た
め
、
高
校
生
文
化
交
流
事
業
、
芸
編
家
招
へ
い
研
修
、

文
化
財
海
外
交
流
展
な
ど
の
交
流
事
業
の
流
墨
咽
図
っ
て
い
き

ま

す

。

心

・

＆

唸
q

六

国
際
文
化
交
流
の
推
進

． 

文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
や
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来
の
文

化
の
向
上
発
展
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
国
民
的
財

産
で
あ
る
文
化
財
の
適
切
な
保
存
・
活
用
を
図
る
こ
と
は
大
変

重
要
な
こ
と
で
す
。

文
化
庁
と
し
て
も
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
し
て
、
国

国
立
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
文
化
発
信
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
―
二
年
度
も
、

国
立
国
際
美
術
館
の
大
阪
市
内
へ
の
移
転
新
営
を
は
じ
め
、
新

国
立
美
術
展
示
施
設
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
（
仮

称
）
、
九
州
国
立
博
物
館
（
仮
称
）
等
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
平

成
―
一
年
度
に
引
き
続
き
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
「
情
報
化
に
よ
る
教
育
立
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
伝
統
芸
能
や
現
代
舞
台
芸
術
の
公
演
を
最
先
端
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
記
録
、
集
積
す
る
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
を
通
じ
て
発
信
し
、
学
校
教
育
等
に
お
い
て
活
用
す
る

「
文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
新
た
に
構
築
し
て
い
き
ま

す。

文
化
財
保
護
施
策
に
つ
い
て

． 

化
活
動
や
鑑
賞
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
「
地
域
こ
ど
も
文

化
プ
ラ
ン
」
や
地
域
芸
術
発
信
事
業
等
の
地
域
の
芸
術
文
化
活

動
の
一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
の
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
美
術
館
や
文
化
会
館
等
、
文
化
施
設
の
運
営
の
充

実
を
支
援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
「
登
録
美
術
品
制
度
」
の
よ
り

一
層
の
推
進
に
よ
り
、
優
れ
た
美
術
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
日
本
語
学
習
者
の
増
加
や
多
様
な
日
本
語
学
習
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
的
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
教
育
の
一
層
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
宗
教
法
人
制
度
に
つ
い
て
は
、
信
教
の
自
由
に
配
，

慮
し
、
今
後
と
も
円
滑
な
宗
務
行
政
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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▽
関
東
の
春
は
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
よ
う
に

時
間
差
で
順
々
に
訪
れ
ま
す
。
梅
が
咲
き
、

散
り
、
桜
が
咲
き
、
散
っ
て
し
ま
う
と
、

緑
鮮
や
か
な
季
節
の
到
来
で
す
。
生
け
垣

の
つ
つ
じ
ゃ
、
庭
先
の
木
蓮
の
花
も
き
れ

い
で
す
。

私
の
故
郷
の
札
幌
で
は
、
長
い
冬
の
終

わ
り
と
と
も
に
一
斉
に
春
が
や
っ
て
き
ま

す
。
ぐ
ず
ぐ
ず
と
解
け
き
ら
ず
に
ぬ
か
る

ん
で
い
た
雪
が
解
け
た
そ
の
後
に
は
、
暖

か
な
陽
ざ
し
と
と
も
に
、
梅
、
桜
、
そ
し

て
緑
も
一
度
に
咲
き
乱
れ
る
の
で
す
。

順
々
に
訪
れ
る
春
と
、
一
度
に
訪
れ
る

春
。
日
本
国
内
の
春
の
訪
れ
方
に
も
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
暖
か
さ
は
同
じ
で
す
。

▽
東
京
の
桜
が
ち
ょ
う
ど
満
開
の
こ
ろ
、

世
界
主
要
各
国
の
教
育
担
当
者
が
日
本
に

集
ま
り
、
各
国
に
お
い
て
最
重
要
施
策
の

―
つ
で
あ
る
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
が
持
た
れ
、
世
界
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。
今
月
は
、
こ
の
「
G
8
教
育
大
臣
会

合
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
特
集
し
て

い
ま
す
。
臨
場
感
を
伝
え
る
カ
ラ
ー
グ
ラ

ビ
ア
を
は
じ
め
、
会
議
の
詳
細
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
た
ち
と
委
員
と
の
交
流
の
様

子
、
エ
ッ
セ
イ
、
教
育
政
策
資
料
等
を
交

え
、
多
面
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
で
、
主
要
大
臣
の
中
に
は
女
の

方
も
い
ま
す
。
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
た

だ
い
た
レ
デ
ィ
ン
グ
委
員
に
は
三
人
の
お

子
さ
ん
が
い
る
と
の
こ
と
。
一
人
目
の
子

ど
も
の
子
育
て
に
さ
え
あ
た
ふ
た
し
て
い

る
我
が
身
と
し
て
は
、
母
親
で
あ
る
と
同

時
に
世
界
を
股
に
掛
け
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
女
性
の
存
在
に
は
、
圧
倒
さ
れ
る
ば
か

り
。
で
も
、
仕
事
の
量
や
能
力
に
雲
泥
の

差
は
あ
っ
て
も
、
同
じ
お
母
さ
ん
と
い
う

立
場
だ
と
思
う
と
、
勝
手
に
一
種
の
親
近

感
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

▽
私
事
で
編
集
部
を
離
れ
て
い
ま
し
た
が

復
活
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

(
Y
•
K
)

集

後

記
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